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私
た
ち
の
ま
ち
「
新
潟
」
は
、
明
治
22
年
４
月
１
日

の
市
制
施
行
以
来
、
２
町
12
村
と
の
合
併
を
経
て
発

展
し
、
今
年
で
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
大
火
、
地
震
な
ど
幾
多
の
困
難
を
、
先
人
た
ち

の
英
知
と
努
力
で
乗
り
越
え
、
今
日
の
繁
栄
を
築
い

て
き
ま
し
た
。

平
成
８
年
か
ら
は
中
核
市
と
し
て
施
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
都
市
圏
の
中
心
都
市
の
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
空
港
・
港
湾
や
高
速
交
通

体
系
の
整
備
に
よ
り
、
産
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
対

岸
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
諸
外
国
と
の
交
流
が
促
進

さ
れ
、
ま
た
、
文
化
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
環
日
本
海
の
中
枢
拠
点
都
市
と
し

て
の
風
格
も
備
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
０
２
年
に
は
、
日
韓
共
催
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
会
場
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
大
会
を
新
潟
市
の
魅
力
を
世
界

に
向
け
発
信
す
る
機
会
と
す
る
と
と
も
に
、
世
界
中

か
ら
来
港
す
る
人
た
ち
と
の
交
流
も
深
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
や
地
球
環
境
問
題
の
顕
在
化
な
ど
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
人
々
の
価
値
観
も
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
、
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が

光
り
輝
き
、
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
市
民
主
体
都

市
の
創
造
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
市
民
生
活
の
向

上
を
願
い
、
今
後
も
、
福
祉
・
環
境
・
文
化
・
防
災

な
ど
を
重
点
に
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
当
た
り
、
21
世
紀
に
向
け
て

「
市
政
は
市
民
と
と
も
に
あ
る
」
と
の
信
念
の
も
と
、

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新潟市は、信濃川・阿賀野川の大河とともに発展してきました。まちの姿は大きく変わりまし

たが、その悠久の流れは今も昔も変わりません。

その信濃川左岸のやすらぎ堤と白山公園、“りゅーとぴあ”が一体となって大きな緑地空間を

形作り、市民の憩いの場として親しまれています。


